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広島県 黒瀬川水系 

② ① 

①下流側を望む（干潮時） ②上流側を望む（干潮時） 

③ 

③下流側を望む（干潮時） 

④ 

④上流側を望む

 

⑤下流側を望む

 

⑤ 

⑥ 

⑥上流側を望む

 

水生生物調査地点：汽水 

水生生物調査地点：下流 

黒瀬川感潮域(0k000～3k000)の特徴 

・ 河床は砂～砂泥質で、川幅は広く流れは緩やかである。 

・ 河道内の植生は少なく上流側の一部にヨシ群落が見られる。 

・ 周囲は両岸に家屋が迫っている。 

・ 護岸は両岸ともコンクリート護岸で覆われる。 

・ 汽水域では、クルメサヨリ、スズキ、クロダイなどの汽水・海産魚が生息する。 

・ 干潟域では、ハクセンシオマネキ、ウミニナなどの重要な種を含め、カニ類、貝類

のほか、イソシギ、ソリハシシギなどの鳥類が生息する。 

黒瀬川淡水域(3k000～5k000)の特徴 

・ 河床は礫質で、川幅 65～100m 程度で緩やかに蛇行し流れる。 

・ 河道内の植生は、所々に洲があり、ツルヨシやセイタカアワダチソウなどの群落が見られる。 

・ 周囲は左岸側に家屋が迫っており、右岸側には山地や採石場と隣接する。 

・ 護岸は両岸ともコンクリート護岸で覆われる。 

・ 淡水域では、ニホンウナギ、アユなどの回遊魚、オイカワ、ミナミメダカなどの淡水魚が生息する。 

・ ヤマトシジミ本土亜種、ルリシジミなどのチョウ目、シオカラトンボなどのトンボ目が生息する。 

・ 特定外来生物のオオクチバス、ブルーギル、条件付き特定外来生物で生態系被害防止外来種でもある

ミシシッピアカミミガメが生息する。 

・ 広い開放水面には、希少猛禽類のミサゴが生息する。 

凡 例 

魚類・底生動物調査地点 

距離標 

参考資料－１ 
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広島県 黒瀬川水系 

⑧ 

⑦ 

⑦上流側を望む ⑧上流側を望む 

⑨ 

⑨下流側を望む 

⑩ 

⑩二級ダムを望む

 

⑪上流側を望む

 

⑪ ⑫ 

⑫上流側を望む

 
黒瀬川淡水域(5k000～7k660)の特徴 

・ 二級ダムから下流側の区間であり、上流側は二級峡として、渓谷状の様相を示す。 

・ 二級ダムより下流の流水は少なく、取水した水の一部は 6k200 付近の左岸側で河川に戻る。 

・ 河床は下流側で礫質、上流側で岩盤となり、川幅 30～60m 程度でほぼ直線的に流れる。 

・ 河道内の植生はなく、右岸側の山地にはコナラ群落などの落葉広葉樹林が隣接する。 

・ 周囲は下流側の左岸側に家屋が迫っており、右岸側と上流側は山地が迫る。 

・ 家屋に隣接する左岸下流側はコンクリート護岸で覆われる。 

・ キタキチョウ、クロアゲハ本土亜種などのチョウ目、セグロアシナガバチ本土亜種などのハチ

目が生息する。 

・ 条件付き特定外来生物で生態系被害防止外来種でもあるミシシッピアカミミガメが生息する。 

凡 例 

距離標 

黒瀬川淡水域(7k660～10k000)の特徴 

・ 二級ダムから上流側の区間であり、広い湛水域を含む。 

・ 河床は砂質で、川幅 50～90m 程度で、湛水域では川幅が最大 270m まで広がり、流入点付近では激しく

蛇行する。 

・ 河道内の植生はダム湖への流入部付近の中州にツルヨシ、セイタカアワダチソウなどの群落が見られ

る。 

・ 周囲は両岸が樹林帯に覆われ、コナラ群落などの落葉広葉樹林やハチク植林の植林地が隣接する。 

・ 水衝部はコンクリート護岸で覆われる。 

・ キタテハ、キタキチョウ、ヤマトシジミ本土亜種などのチョウ目、ツクツクボウシなどのカメムシ目、

アオマツムシ、ショウリョウバッタなどのバッタ目が生息する。 

・ 特定外来生物のアライグマや条件付き特定外来生物のミシシッピアカミミガメが生息する。 
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広島県 黒瀬川水系 

⑭ 

⑬ 

⑬上流側を望む ⑭上流側を望む 

⑮ 

⑮上流側を望む 

⑯ 

⑯上流側を望む

 

⑰上流側を望む

 

⑰ 

水生生物調査地点：中流 1 

凡 例 

魚類・底生動物調査地点 

距離標 

黒瀬川淡水域(10k000～15k000)の特徴 

・ 河床は砂～礫質で、川幅は広く 70～90m 程度で緩やかに蛇行し流れる。 

・ 河道内の植生はツルヨシ、オギ、クズ、オオブタクサなどの群落が見られる。 

・ 周囲は両岸に水田などの耕作地が広がり、一部に家屋が隣接する。 

・ 水衝部はコンクリート護岸や袋詰め玉石で覆われる。 

・ 淡水域では、オイカワ、カマツカ、タモロコ、ドジョウ、ミナミメダカなどの淡水魚が生息する。 

・ アゲハ、キタキチョウなどのチョウ目、ハグロトンボ、アオモンイトトンボなどのトンボ目、ト

ノサマバッタ、ショウリョウバッタなどのバッタ目が生息する。 

・ 特定外来生物のオオクチバス、ブルーギル、ヌートリアや条件付き特定外来生物のアメリカザリ

ガニ、ミシシッピアカミミガメが生息する。 
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広島県 黒瀬川水系 

⑲ 

⑱ 

⑱上流側を望む 

⑳ 

⑲上流側を望む 

㉑ 

⑳上流側を望む

 

㉑上流側を望む

 

㉒ 

㉒上流側を望む

 

凡 例 

距離標 

黒瀬川淡水域(15k000～20k000)の特徴 

・ 河床は砂～砂泥質で、川幅は広く 60～100m 程度で緩やかに蛇行し流れる。 

・ 河道内の植生はツルヨシ、オギ、クズなどの群落が見られ、一部の蛇行部にはモウソウチク植林

が見られる。 

・ 周囲は両岸に水田などの耕作地が広がり、一部の蛇行部に山地が隣接する。 

・ 水衝部はコンクリート護岸で覆われる。 

・ キタテハ、キタキチョウ、アゲハなどのチョウ目、ギンヤンマ、シオカラトンボなどのトンボ目、

スズムシ、アオマツムシ、ショウリョウバッタなどのバッタ目が生息する。 

・ 植物の重要な種のヒメミズワラビが確認されている。 

・ 条件付き特定外来生物のミシシッピアカミミガメが生息する。 
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広島県 黒瀬川水系 

㉓ 

㉒ 

㉕上流側を望む ㉖上流側を望む 

㉔ 

㉕ 

㉒上流側を望む

 

㉓上流側を望む

 

㉖ 

㉗ 

㉔上流側を望む

 

㉘ 

㉗上流側を望む

 

㉘上流側を望む

 

黒瀬川淡水域(20k000～25k000)の特徴 

・ 河床は砂～礫質で、川幅は広く 50～70m 程度で大きく蛇行し流れる。 

・ 河道内の植生はツルヨシ、モウソウチク植林、落葉広葉樹林のコナラなどの群落が見られ、上流

側にはソメイヨシノの植栽樹林群が見られる。 

・ 周囲は両岸に水田などの耕作地が広がり、区間の中程は旧黒瀬町と急西条町の境界にあたる山地

部が隣接する。 

・ 水衝部はコンクリート護岸で覆われるほか、下流側は両岸がコンクリート護岸で覆われる。 

・ モンシロチョウ、キタキチョウ、アゲハなどのチョウ目、アオモンイトトンボ、ギンヤンマなど

のトンボ目、トノサマバッタ、ショウリョウバッタなどのバッタ目が生息する。 

・ 条件付き特定外来生物のミシシッピアカミミガメが生息する。 

凡 例 

距離標 
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広島県 黒瀬川水系 

㉘ 

㉚ 

㉗上流側を望む ㉘上流側を望む 

㉙ 

㉜ 

㉙上流側を望む ㉚下流側を望む

 

㉝ ㉛ 

㉛上流側を望む

 

㉜上流側を望む

 

水生生物調査地点：中流 2 

㉗ 

㉝上流側を望む

 

黒瀬川淡水域(25k000～30k000)の特徴 

・ 吾妻子の滝から下流側の区間である。 

・ 河床は礫質で、川幅は 20～50m 程度で大きく蛇行し流れる。 

・ 河道内の植生はツルヨシ、クズ、モウソウチク植林、落葉広葉樹林のコナラなどの群落が見られ、上流側にはソメイヨシノの植栽樹

林群が見られる。 

・ 下流側の蛇行部の周囲は両岸に山地が隣接する箇所が多く、中流の直線区間には水田などの耕作地が広がり、上流側には家屋が隣接

する。 

・ 山地が隣接する箇所以外は両岸ともコンクリート護岸で覆われる箇所が多い。 

・ 淡水域では、オイカワ、カマツカ、ナマズなどの淡水魚が生息する。 

・ キタキチョウ、モンキチョウなどのチョウ目、キイロヤマトンボ、アオモンイトトンボ、ギンヤンマなどのトンボ目が生息する。 

・ 爬虫類のニホンスッポン、ニホントカゲや両生類のトノサマガエル、ヌマガエルなどが生息する。 

・ 条件付き特定外来生物のミシシッピアカミミガメが生息する。 

凡 例 

魚類・底生動物調査地点 

距離標 
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広島県 黒瀬川水系 

㉟ ㉞ 

㉞上流側を望む 

㊱ 

㊲ 

㊱上流側を望む

 

㊲下流側を望む

 

㊳ 

㊵ 

㊴上流側を望む

㊴ 

㊳上流側を望む

 

水生生物調査地点：中流 2 

㉟上流側を望む 

㊵上流側を望む

 

黒瀬川淡水域(30k000～30k350)の特徴 

・ 吾妻子の滝から下流側の区間である。 

・ 河床は岩盤で、川幅は 30～40m 程度で蛇行し流れる。 

・ 河道内の植生はツルヨシ群落が見られ、周囲にハチク植林や常緑針葉樹林のアカマツ群落が見られる。 

・ 周囲は両岸に山地が隣接し、右岸側の一部は音楽大学の敷地となっている。 

・ 水衝部の一部はコンクリート護岸で覆われる。 

・ ツクツクボウシなどのカメムシ目、ウスバキトンボなどのトンボ目が生息する。 

黒瀬川淡水域(30k350～35k000)の特徴 

・ 吾妻子の滝から上流側の区間で、東広島市の市街地を流れる区間である。 

・ 河床は礫質で、川幅は 30～50m 程度で大きく蛇行し流れる。 

・ 河道内の植生はクズ、ツルヨシ、カナムグラなどの群落が見られる。 

・ 下流側の周囲は両岸に水田などの耕作地が広がり、区間の中程から上流側は両岸に家屋や工場などが

隣接する。 

・ 水衝部はコンクリート護岸で覆われる。 

・ キタテハ、キタキチョウ、カラスアゲハ本土亜種などのチョウ目、アオモンイトトンボ、ギンヤンマ

などのトンボ目、トノサマバッタ、ショウリョウバッタなどのバッタ目が生息する。 

・ 爬虫類のニホンスッポン、ニホンカナヘビや両生類のヌマガエルなどが生息する。 

・ 条件付き特定外来生物のミシシッピアカミミガメが生息する。 

凡 例 

魚類・底生動物調査地点 

距離標 
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広島県 黒瀬川水系 

㊷ 

㊶ 

㊶上流側を望む ㊷上流側を望む 

㊸ 

㊸上流側を望む 

㊹ 
㊺ 

㊹上流側を望む

 

㊺上流側を望む

 

水生生物調査地点：：上流 

黒瀬川淡水域(35k000～40k000)の特徴 

・ 河床は礫質で、川幅は 10～40m 程度で緩やかに蛇行する。 

・ 河道内の植生はツルヨシ、クズ、チガヤ、セイタカアワダチソウなどの群落が見られる。 

・ 周囲は両岸に家屋や水田などの耕作地が隣接する。 

・ 水衝部はコンクリート護岸で覆われる。 

・ ツマグロキチョウ、キタキチョウなどのチョウ目、ハグロトンボ、シオカラトンボなどのトンボ

目、アオマツムシ、ニシキリギリスなどのバッタ目が生息する。 

・ 特定外来生物のオオクチバス、ブルーギル、ヌートリア、ウシガエル、条件付き特定外来生物の

ミシシッピアカミミガメが生息する。 
凡 例 

魚類・底生動物調査地点 

距離標 
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広島県 黒瀬川水系 

㊻ 

㊺ 

㊺上流側を望む ㊻上流側を望む 

㊼ 

㊼上流側を望む 

㊽ 

㊽上流側を望む

 

㊾上流側を望む 

㊾ 

㊿ 

㊿下流側を望む

 

黒瀬川淡水域(40k000～43k900)の特徴 

・ 河床は礫質で、川幅は 2～10m 程度で緩やかに蛇行する。 

・ 河道内の植生はツルヨシ、クズ、チガヤなどの群落が見られ、上流側の山地ではスギ・ヒノキ植

林、コナラ群落などが見られる。 

・ 周囲は両岸に家屋や水田などの耕作地が隣接し、上流側では山地が隣接する。 

・ 水衝部はコンクリート護岸で覆われる。 

・ 淡水域ではカワムツ、ミナミメダカなどの淡水魚が生息する。 

・ キタキチョウ、モンシロチョウなどのチョウ目、ハグロトンボ、ウスバキトンボなどのトンボ目、

アオマツムシ、ショウリョウバッタなどのバッタ目が生息する。 

・ 哺乳類のタヌキ、イノシシや爬虫類のニホンイシガメ、シマヘビや両生類のトノサマガエル、ヌ

マガエル、ツチガエルなどが生息する。 

凡 例 

距離標 


